




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































構造物断面 振動方向 z 左1 ん2 左3 ん4
α／b＝4 Minor 4 3 0．4 L3 L3
α／6＝2 Minor 1 6 0．2 1 1
α／6＝1 一 0．2 6 0．2 L5 L5
α／δ＝2 Major 0．2 9 0．6 1．5 1．5
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〃、〃∫ 0．2 1 H・）mogeneous
ゐ； 1，496 2，024 2，766
万 0，966 1，123 1’324P
ん； 0．0035 0．0028 0．OO32
”1／〃＝1　（w＝1）
例ノ／〃｝） 0．2 1 2
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地盤内点加振による鉛直ひずみ分布
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図A・8　　地盤内点加振によるせん断ひずみ分布
　　　　　　　　一219一
少を示す傾向があるようである。一方図A・8のせん断ひずみ∂ω／∂rでは，加振点を含む鉛
直線上で大きな値を示すのは直ひずみと同様であるが，その他の鉛直線上のひずみ分布はほと
んど深さに関係なく，同じひずみ分布を示し，そのせん断ひずみの絶対値は水平方向のかなり
の距離までは大きな値を示すようである。このように，直ひずみに比べてせん断ひずみの距離
減衰の効果はきわめて小さいことが分る。
A．2．2　地盤の動揺振動アドミッタンス
　図A・9の上図のように，構造物が強制回転力”をその底面0点まわりに受けるとき，地盤
との接触底面の各点が点振動源になっていると考えることができる。それゆえ，構造物の回転
角9は底面内各点の振動源によって生ずる地盤内応力波の伝播の影響を総合したものである。
この回転角9を定義する方法には，構造物端点変位の平均法10）などがあるが，本研究では各
点源によって断面中心点0に生ずる地盤傾斜角d2rの，断面全体における総和で表わす田治
見の方法1！）によった。
　M
r
dΩ，．W
㌔
　　の↑A r
Z
図A・9　動揺回転角
一220一
　ところで，図A・9の0点の地盤傾斜角d9．は先に得た地中内点加振による場合の式（A・
23）において，z＝d＝0とすることにより
　　　∂ω　Pe輌ω’
d9・二ﾎ＝2。μ’
1＋ikTr　　－ikTr
　　　　●　e　r2 ……… iA・26）
で与えられるが，このd9，の評価を行なうためには，点荷重Peiωtの接触面内における分布，
したがってそれに対応する地盤内応力σ、の分布を知らなければならないことになる。
　そこで本研究においても，A．1で述べたように，　Reissner以来のほとんどの研究者が構造物と
地盤との接触面における地盤の動的応力分布を静的な応力分布で代表させてきた方法に従って，
鉛直応力σzの分布を三角形分布または　Boussinesq　分布の2種類にっいて仮定した。
　ところで図A・10を参照すると，地表面上のOA方向より水平にθだけ振った方向（x方
向）における地盤傾斜角d9。は，次のような関係式を満たしていることは明らかである。
㎞（dρx）＝COSθ・㎞（d2r） ……@（A・27）
しかるに，微小な弾性振動においては，回転角dρr，d2xともに小さな量であると見なされる
ので，式（A・26）および式（A・27）より近似的に次式が成立っとしてよい。
0
ノO
r Peiωt
dΩ． ，’．A
’ ‘
θ ：
％ …
・暑一
’ 1
’ 1
，　　　　　　‘
f　　　　　　　1
■
！ 1
‘
θ
‘1 Aノ
‘
‘
‘
‘
忽 ll x1
1
‘
1
‘
r
Z
図A・10　　dgrとd2xの関係
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d2x　　＝＝　COSθ　●　dg　r
＝＝
洛ﾄ（1＋ikTr）e－・kTr
　さて一般の構造物の断面では，強制回
転力の方向が任意の方向であるとき，構
造物の動揺振動の方向が入力のそれと一
致することはまれであろう。例えば図A
・11のような楕円断面においては，外
力がx軸に対して角θ。の方向に入射し
たとき，地盤反力の不釣合から，必ずし
も応答の方向と入射の方向とは一致しな
い。すなわち，構造物は新たな方向（X
軸とのなす角θ。＊）に釣合位置を見出す
ことになる。この釣合の位置というのは，
図A・11の断面中心点0における回転
角が0になる方向が回転軸（ψ軸）と一
y
・・・・・・… @（A●28）
ψ b
Mφ φ
　■ﾆ・T
θ
A
》dθ汗
一a
M
（1 a
一b
図A・11
Mψ
入力方向角θ。と応答方向角θご
　　　　　　　　　　　（楕円断面）
x
致し，それと直角方向（φ軸）が新しい応答の方向である，ということで説明されよう。
　そこで図A・11のように，強制外力モーメントMの入射方向をθ＝θo，　応答の方向をθ
＝θ。＊とすると，φ軸まわりおよびψ軸まわりの分モーメント，〃φおよびMψは次式で与え
られる。
　　　　　〃¢　＝＝〃c・S（θこ一θ。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・…　（A・29）
　　　　　〃φ一〃Sln（θ。＊一θ。）
したがっ下，式（A・29）の分モーメント”φによる場合では，接触面内のA点載荷による0
点下に生ずるφ軸，ψ軸まわりの回転角をそれぞれd2iPφおよびゴρφψとすると，これらは式
（A・28）を利用して次のように得られる。
　　　　σz・rdrdθ●eiω‘
d2diφ＝・
　　　　　　2πμ
．1噛’si，（・♂一θ）．e－・kTr
　　r2 ……… iA・30）
一222一
